
記紀・万 葉 プ ロジ ェクト基 本 構 想（概 要 版 ） －「本物の古代と出会い、本物を楽しめる奈良」の確立に向けて一

＜ 本 プロジェクトの 定 義 ＞

・「記紀・万 葉プロジェクト」は、記紀・万葉集 に代表される奈良 県特 有の歴史素材 を活用 した行政施 策

を効 果 的 に展 開 していくもの で あ り、新 しい 時代 に奈 良 県 の 存 在 価 値 を内外 に示 す とともに、工基 地 金

主蝕 める盃良1を名実ともに実現していくための取組みです。

・本プロジェクトが目指す雌 呈現とは、長い年月をかけて
守 り伝 えられてきた県 内各 地の様 々な歴史 的遺産を、奈 良 県に住まい、あるいは奈 良 県を訪れる人

び とにとって、そ の 真 価 を十 分 に理 解 でき、感 動 を味 わ えるもの とす ることです 。知 らず に見 れ ばただ

の草原 や 田畑にすぎない風景でも、その場所 にまつわる歴 史や伝 承を知った人が見れ ば、そこに全く

違う古代 の風景 が立ち現れ てくるはず であり、その体験を通じて歴 史に対する興味を深め、感動を味

わ うことが 、本 プロジェクトで言 うところの「本 物 の 古 代 と出会 い 、本 物 を楽 しむ 」ということなの です 。

＜ 目標 ＞

本プロジェクトでは、国際的視点も加味 した「古事記 」「日本書紀」「万葉集」についての価値意識を醸成

するとともに、「記紀・万葉 」を実感する地・奈 良の 受け皿を整備 して「記紀・万葉で楽 しむ県」「記紀・万

葉 と暮 らサ る県」という奈 良 県 の「新 しいブランドイメー ジ」を創 出す ることを念 頭 にお き

① 奈 良県が歴史情報 の発信の しかたとその味わい方の提案に関するリーダー的存在 となる

② 歴史素材 の多角的な紹介により、奈 良県の魅力の再発見 、地域 の誇 りの醸成 につなげる

③ 奈 良県への誘 客を促進 し、顧 客満足度を高める

ことを 目標 に掲 げるもの といた します 。

①「歴 史」と施策・事業などの取組みをつなぐ

歴史情報を収集・調査 分析し、発信のためのテーマ付 与手法を開発 して関係機関 に情 報提供し、

「奈良 県の歴史 」と施 策・事業などの取組み とをつなぎます 。

②「ニュートラルな立ち位 置」を確保する

記紀・万葉集 は様 々な学術分野 の研究対象となって

お り、そ の解 釈 に は様 々な議 論 が あります 。また 、か

つて皇 国史観 による国威発揚に用 いられた経緯 もあ

り、特 に記 紀 につい ては これ まで広 く一般 の 人 びとに

親 しまれ るもの であった とは 言 えませ ん 。従 って、行

政として記紀・万葉集を扱う際には、特定の考え方や

学説に偏ることなく、それぞれ の論拠や 出所 、発信者

等 を明 らか に して、ニュー トラル（中立 的）な立ち位 置

から、諸説 の並列的・列記 的発信を行うよう努めます。

③「多様 な視 点」からの情 報発信を行う

④学術研究機 関との「人的ネットワーク」を構築する
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＜ 計画期間＞

平成2 4（2 0 12）年 は『古事記』が完成して13 0 0年、平成32（20 2 0）年は『日本書紀』が完成 して13 00年 に

あた り、これ ら2 つ の 節 目の 年 をつ ないで 、9 年 に及 ぶ 長 期 の スパ ンでプロジェクトを展 開 します 。

＜ 平成23年慶事 業について＞

平成 2 3（2 0 1 1）年度 は、県内外に対するシンポジウム・フォーラムの 開催等 の情報 発信事業を中心 と

して、有識者・研 究者 からの聞き取 り調査等幅広 い関連情報の収集と整理を進め、県が主体 となって

推進する「記紀・万葉 」関連事 業の方 向性と考 え方を確 立。併せて、奥深い情報 の蓄積 による本県の

歴史 的な強みを存 分に引き出すための下地を醸 成します 。

＜ 平成24年度以降について＞

《平成24年度》

古事 記完成13 00 年の記念年である平成2 4（20 12 ）年度には、平成22 、2 3年度において蓄積 した情報

と確立した方向性をもって、各種主体 が幅 広い「記紀・万葉」素材を活用し、本格 的な事 業展 開を図る

べ く、今 後 も引き続 き事 業 メニュー につ いて の検 討を行 います 。

《平成25年度以降》

平成2 5（2 0 13）年 以降は、平成32（2 02 0）年を視野 に入れ た長期的な事業展開を意識 しながら、前 年

度までに収集 した情報を次 年度の発信 事業に活 かすという考え方に基づき、年度 ごとに実施すべき

事 業を検討 します。

①市町村、地域団体との連携についての検討

②記紀・万葉集にゆか りのある他府 県との連携 の検 討

③部局横 断型組織による庁内ネットワークの強化

④プロジェクトの「キ ャッチフレー ズ 」等 の検 討

記紀・万葉集をはじめとする文献 には、日本文化の源流 につな

がる様 々な記述 があり、ゆか りの地 は全 国各地 に存在 します。

それ故 、「記紀・万葉プロジェクト」を端緒 にして、奈 良県のみな

らず 日本列島の様 々な地域の人びとの「自分たちの住む地域

の魅 力再発 見」につながることを目指 したいと考 えます。

皆が 愛 着 を持 ってふ るさとの ことを語 るようになれ ば 、日本 は

もっと豊 か な国 になるでしょう。本 プ ロジェクトの 推 進 が 、閉 塞

感漂 う我が国を元気にするために本 県として貢献できるものと

なるよう取 り組 ん でまいりたい と思 います 。


